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表紙に寄せて 

イグチを描きました。ムラサ

キヤマドリタケ、アメリカウラ

ベニイロガワリ、ヤマイグチ、

ベニイグチ、セイタカイグチ。  

管孔をぽつぽつ入れて、柄の網

目や鱗片をびっしり描くとき、

良い気持ちでした。きのこのお

めかしです。今年も色とりどり

のきのこに会えますよう。 

         （片山 周子）  


